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第一診療部⾧ 福山 孝治

榊原病院におけるてんかん診療について

秋先の榊原病院エントランス

2026年2月から榊原病院に勤務しております福山孝治（ふくやまこう
じ）と申します。私はこれまで三重大学医学部附属病院での精神科診療
に加えて、てんかんの診療にも携わってまいりました。

てんかんは、日本でもおよそ100万人が罹患していると推計される疾
患であり、薬物療法によって症状が消失する方も多くいらっしゃる一方
で、てんかん患者さんは精神疾患を合併しやすい傾向があることも知ら
れています。そのため、てんかん診療において精神科医の関与が必要と
なるケースが多く存在していますが、残念ながら精神科医の多くがてん
かんの診療に積極的に携わっているわけではありません。

また当院では強度行動障害をお持ちの患者さんの診療を行っています
が、てんかんを合併している方も多くいらっしゃいます。抗てんかん発
作薬と抗精神病薬のそれぞれの調整を要する場合もあり、薬剤の特徴や
相互作用、起こりうる有害事象に配慮して診療を行う必要があります。

これまでのてんかん診療における経験を活かし、地域の病院や関係機
関との連携も行いながら、よりよい治療を患者さんにお届けしたいと考
えておりますので、何か困りごとがありましたら、当院までお問い合わ
せください。よろしくお願い申し上げます。



2026年7月28日に発生した熊本地震において、当院からDPAT隊（医師・看護師・業務調整員
の計4名）を派遣しました。三重県から派遣する第2班の隊として派遣され、8月6日から11日の6
日間支援活動に従事しました。実際の活動としては、主に熊本県庁や被害の大きい八代地域で
の本部活動や現地活動が中心でした。

本部活動では、熊本県担当者や他の都道府県から派遣されたDPAT隊と活動方針を立て、他の
医療支援チームとの連携を図りながら、熊本県内で活動するDPAT隊を統括する業務にあたって
おりました。
また、現地活動では、避難所生活などの環境変化によって調子を崩す方など医療を直接必要

とする被災者に対する支援はもちろん、移動手段をなくしてしまうことで通院・服薬継続が困
難になる被災者もおり、生活面への支援を求められる
場面にも遭遇し、他の医療支援チームと連携しながら
対応しました。
さらに、震災後の時間経過とともに地元の保健師や

施設職員など被災地の支援者の疲弊が強くなり、支援
者支援も求められました。活動中はメンタルヘルスに
関するリーフレットを作成することや避難所などで支
援者の相談に応じる、他の医療支援チームと対応策に
ついて協議することを通して対応を行いました。

今回の経験も踏まえ、今後当県で発災した場合に備
えて平時の備えや訓練を引き続き行っていきたいと考
えております。

まだまだ暑い日が続いております。そんな中、食の季節は早くも秋を迎
えようとしています。今回は９月ごろから旬を迎える食材を紹介します。
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秋は食材のベストシーズン♪
色々な食材を食べてみてください♪

栄養コラム

9月の旬をいただきます♪

熊本地震へのDPAT隊派遣について

9月のデイケアカレンダーは、
コスモス、鶏頭、お月見と一気
に秋景色になりました。

DPAT隊 業務調整員（心理療法士） 髙野 真弘

みんなでオムライスを
作りました。
上手に巻けました。

秋刀魚（サンマ）
秋の魚の代表格。塩焼きは
もちろん、コンフィ（オリーブオ
イル煮）が絶品♪

鰹（カツオ）
秋の鰹は「戻り鰹」といわれ、
春の鰹に比べて脂がのってい
ます♪

さつまいも
あっさりしたものから、

ネットリとした濃厚な味まで
幅広い秋の味覚の代表格♪

きのこ類
料理の味をぐっと深く

してくれる食材。煮ても
焼いても揚げても絶品♪

梨
シャキッとした食感に、

さわやかな香り、芳醇な
甘みが特徴。品種による
これらの違いは食べ比べ
の価値あり♪

栗
秋の訪れを感じる味覚。皮

を剥く一手間の先に待つホッ
とした甘さにはついつい笑み
がこぼれる♪


